
がj

認
戚

　

第
五
節
の
初
め
三
字
は

　

ｒ
‐
ｇ
‐
〔
Ｊ
〕
に
て
漢
詳
の

「
遺
」
な
り
。
満
洲
語
に
て
「
蝕
」
を
ｆ
ｕ
n
i
^
ｅ
ｎ
と
云
ふ
。
同

完
顔
世
組
の
崇
天
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

　

川

　

裕

　

人

　

金
史
昌
志
南
北
郊
の
と
こ
ろ
に
は
、

　
　

金
之
郊
祀
本
於
其
俗
、
有
昇
天
之
諒
、
其
後
太
宗
即
位
、

　
　

乃
告
祀
天
地
、
蓋
設
位
而
祭
也
、
天
徳
以
後
始
有
南
北
郊

　
　

之
制
、

と
あ
っ
て
金
の
告
祀
天
地
の
儀
式
は
太
宗
を
経
て
海
陵
時
代
に

至
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
然
し
そ
の
昇
天
の
昌
は
建
國
後
に
至
っ

て
始
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
固
有
の
風
俗
に
基
い
た
ら
で
あ
る
。

金
史
に
は
崇
天
に
開
す
る
記
事
は
世
阻
の
時
代
か
ら
見
え
、
世

紀
に
は
今
の
敦
化
地
方
の
諸
部
長
島
春
が
世
狙
に
挑
戦
し
て
師

を
出
し
た
時
の
記
事
に
、

　
　

大
雨
累
書
夜
、
氷
浙
覆
地
、
烏
春
不
能
進
、
既
而
悔
曰
、

　
　

此
天
也
、
乃
引
兵
去
、

と
あ
り
、
又
世
岨
が
破
多
吐
水
の
決
戦
に
於
い
て
、
桓
赦
散
達

兄
弟
を
敗
走
せ
し
め
た
時
の
言
と
し
て
、

　
　

今
日
之
捷
、
非
天
不
能
及
此
云
々

一
語
た
る
べ
し
。
以
上
気
付
き
し
ま
ま
に
列
記
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
安
馬
禰
一
郎
〕

と
あ
る
。
更
に
桓
赦
傅
（
宿
六
七
）
に
も
こ
の
時
の
こ
と
を
記
し

て
。

　
　

以
戦
勝
告
於
天
地
、
頒
所
獲
於
将
士
、
各
以
功
篤
差
、

と
あ
る
。
こ
の
後
の
征
服
戦
に
於
い
て
も
こ
の
崇
天
思
想
が
利

用
さ
れ
た
も
の
ゝ
如
く
、
こ
の
気
の
直
後
に
起
っ
た
盃
乃
（
完

頗
氏
の
部
と
隣
接
し
た
諸
部
長
）
討
伐
の
記
事
（
世
紀
）
に
も

こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
ろ
。

　

完
顔
氏
も
景
岨
時
代
に
は
衆
に
推
さ
れ
て
諸
部
長
と
な
り

（
石
願
傅
）
未
だ
そ
の
世
襲
腹
は
確
立
し
て
居
な
か
っ
た
。
然
る

に
世
祖
の
襲
位
は
父
景
祖
の
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
（
撒

改
傅
）
。
世
阻
の
初
頃
に
起
っ
た
桓
叔
兄
弟
の
大
眼
は
、
蓋
し

世
岨
の
承
襲
に
對
す
る
反
抗
運
動
に
基
く
も
の
で
完
顔
氏
の
世

襲
主
握
は
こ
の
動
気
を
経
て
確
立
さ
れ
た
。
金
史
に
こ
の
営
時

よ
り
崇
天
に
閲
す
る
記
事
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
完
顔
氏
の
朧

力
の
永
続
化
と
そ
の
我
展
に
、
崇
天
思
想
の
具
っ
て
力
の
あ
っ

た
こ
と
を
思
は
せ
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
営
時
の
諸
部

は
そ
の
成
立
の
初
よ
り
異
種
族
を
含
む
地
縁
的
な
圃
値
た
る
こ

と
は
拙
稿
「
生
女
員
勃
興
過
程
に
闘
す
る
一
考
察
」
に
於
い
て

述
べ
た
如
’
く
で
あ
る
。
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